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２学期あけ、気温が高い日が続くと、熱中症

のような症状を訴え、保健室に来る人が増加し

ました。 特に多いのが「頭痛」です。

学校は、熱中症

対策のマニュアル

を整理し、暑さ指数をもと

にその日の教育活動を行う

こと、また、気温や暑さ指

数が高い日は、のどがかわ

いていなくても水分補給を

行うようにしています。

熱 中 症 になると下のような 症 状 が
ねつちゆうしよう しようじよう

おこりますので、自分や友達の様子が
じ ぶん ともだち よう す

変だなと感じた時は先生に知らせくだ
へん かん とき せんせい し

さい。

予防のために、下のようなことを 行 ってください。
よ ぼう おこな

のどがかわいて すいみんを あさごはんを

いなくても水分をとる たっぷりとる たべてくる

のどが すいみん不足は あさごはんを

かわく前に 熱中症になりや とることで水分

水分をとり すいので、しっ 塩分をとること

ましょう かりねてください ができます。

気温 暑さ指数
（参考） （WBGT）

28～31℃ 25～28

24～28℃ 21～25

35℃以上 31以上 危険

31～35℃ 28～31 厳重警戒

警戒

注意

屋外の学習、運動は最大３０分を目安に実施し、
１５分ごとにクーリングタイムを設け、水分補給を
行う。

屋外の学習、運動は通常の４５分行うが、２０分ご
とにクーリングタイムを設け、水分補給行う。

潮小の教育活動の実施の仕方段階

屋外での学習、運動は即刻中止

屋外での運動は中止。屋外での学習は最大３０分を
目安に実施し、１５分ごとにクーリングタイムを設
け、水分補給を行う。




